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27 特集 1 

ソフ トウ ェ ア 無 線 を FPGA で 実現 する 職 財 
ー「 シス テム 機能 を 入れ 府 え る 」] と いつ ハー ド ワ ェ ア 設 計 思 理 ー「 
28 | 第 1 章 ソフ トウ ェ ア 無 線 と は 何 か ーー 


ーー 柔らか い ハ ー ド ウェ ア " が 携帯 電話 の 世界 を 変え る 
原田 博司 


デザ イン ウェ ー ブ マガ 


第 2 章 変調 方 式 の 基礎 と シス テム ・ レ ベル ・ シ ミュ レー ショ ン 
ーー ディ ジタル 変調 の 動作 を シミ ュ レ ー タ で 視覚 的 に 確認 
原田 博司 


44 


第 3 章 QPSK 変調 を 利用 し た 送信 機 の 設 
ー 一 信号 処理 シレ シミュレー タ と HDL シミ ュ レ ー タ の 協調 シミ ュ レ ーション で 動作 を 確認 
原田 博司 , 横山 明久 


S6 


69 | Appendix デイ ジタル 信号 処理 と FPGA の 橋渡し を する ツー ル を 利用 
森田 康 


78 | 第 4 章 7/4 シ フト QPSK 変 調 と ASK 変調 が 切り 替え 可能 な 送信 機 の 設 
ーー ナイ キス ト ・ フ ィ ル タ を 共通 化し て 回 路 規模 を 削減 
横山 明久 

93 | 第 5 章 送信 機 を FPGA ボー ド に 実装 し て 動か す 


ーー2005 年 1 月 号 付 属 FPGA 基板 を 使 つ て 動作 を 確認 
横山 明久 


ー「 主 
107 特集 2 
チー ム 設 計 の トラ ブル を 防止 する 構成 管理 


ー あ の 不 ぐ あい も この トラ ブル も , 実は 防げ た は す だ っ た [ 鹿 賠 [ 周 湯 


108 | 1 章 コス ト と メリ ッ ト を 考え て 構成 管理 を 実践 する 
ーー 最初 は 小さ な 一 歩か ら 始 め よう 
山崎 辰雄 , SESSA ME の 仙人 

122 章 失敗 し な い 構 成 管 理 ツ ー ル の 導入 法 


ー 一 目的 を 持つ て ツー ル を 活用 し よう 
田中 友子 


に Ex 3 
= 全 ラ ーーF っ mA テ 
yozo-rTeaark.Tpoze 


1 1 TEE 1 宣 ait 


126 | Appendix 構成 管理 ツー ル が 使わ れ な い 五 つの 理由 
大 楠 寅 疹 


2005 
Februqry 


| デア イン ウェ ー フ マガ ジン | 


USI&mU3DP 


138 | SystemC に よる ビヘイビア 合成 入門 (第 3 回 ) 
ビヘイビア 合成 の 基本 処理 ステ ッ プ 工 
桜井 至 


座 | 144 |』 シス テム LSI 検 証 技術 入門 (第 1 1 回) 
論理 回 路 の プロ パテ ィ 検 証 技術 (3) | 


プロ パテ イィ 検証 の 実際 
藤田 昌宏 


朋 | 130 | 携帯 電話 向け 高速 シリ アル 伝送 の 実力 を 実 デバイス で 評価 同 財 
_ ーー 1 チャ ネル 当たり 200Mbps, 1.5mA を 実現 する "Mobile Video Interface" 
説 柴田 幸 成 
Column 
106 fork の 使い か た 
魚 島 正裕 
情報 


24 付属 DVD-ROM の 使い か た 

26 読者 プレ ゼン ト 
105 「Design Wave 設計 コン テス ト 2005」 の 実施 要領 
149 新 製品 ・ 新 技術 ・ 業 界 情報 な ど 


は 今月 の 表紙 
上 者 の 広場 - Reis の ファ ー ス ト ・ テ レフ ォ ン 
154 次 号 予 告 ・ 編 集 後記 


編集 中 山 俊 一 / 西 野 直樹 / 山 懸 妙子 / 谷 智美 / 平 岡 志 磨 子 
広告 佐藤 英司 / 藤 原 憶 子 
Art Direction&Design クニ メデ ィ ア (株 ) 


池田 光 幸 / 鈴 木 亮 太 / 十 倉 寿子 / 佐 藤 美穂 子 / 池 田 靖 / 菊 池 篤 賜 / 坪 洋 
本 文 イ ラス ト 佐藤 デザ イン ルー ム 佐藤 重 / 伴 田 聡 に ー 
表紙 デザ イン AD( 株 ) グラ ムシ / 田 中 智 康 / 菊 地 博 則 
PHOTO _ WORLD PHOTO SERVICE Johann Philipp Rei* ドイ ツ , 1834ー 1874 年 ) は 1861 年 , 
Charles Bourseu【 ベル ギー, 1829 1912 年 ) が 1854 年 に 
有 上 発表 し た 論文 に ヒン ト を 得 て 電 話 機 を 試作 し た . 豚 の 腸 膜 
デバ イス の 記 語 ] ボ ー ド の シス テム の 記 開閉 弄 ヽ 針 に 、 
ョ 1 [| RE を 使用 し た 開閉 型 の マイ ク と , 鉄 の 縫い 針 に コイ ル を 巻い 
( 集積 回 路 電子 部 品 な ど ) INRU( PCB. 守 術 ノイ ズ な ど ) ( 組み 込み 機器 , ソ フト ウェ ア な ど ) た も の を バイ オリ ン の f 宇 孔 に 取り 付け た スピ ー カ を 組み 合 
2 間 間 ーー わせ て 実現 し た も の で ある . この 電話 機 で は 音楽 の 送信 は 
RAROD6 央 レギ テー ズ mo 記 事 2005 年 1 月 号 付属 基板 関連 の 記事 うま くい っ た も の の 肝心 の 音声 が 不明 瞭 と いう 問題 が あっ 
ーー た . し か し , Reis の 功績 は 後 の 研究 者 に 多大 な 影響 を 及ぼ 
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